
　日本フッ素研究会・反フッ素全国集会から　
ファースト・フードのフッ素加工紙使用と問題点
日本消費者連盟の水原博子事務局長は「ファースト・フードのフッ素加工紙使用と問題点」と題して報告しました。
トリのから揚げやポテトを入れる耐油紙には、化学物質：ＰＦＯＡ＝パーフルオロオクタン酸（はっ水剤原料：フッ素コーテング剤の助剤として含まれる）が使用されています。この化学物質は野生生物の体内や人の血液から検出され、日本でも環境中に拡散蓄積されていることが判明しています（04.2.9公表）｡このＰＦＯＡは、健康に有害な作用（前立腺がんの増加・ホルモン様作用）が指摘されています。アメリカ環境保護局（ＥＰＡ）は、この化学物質が健康上の問題を引き起こす深刻なリスクがあると指摘しました（03.5, 04.7）。これを受けてデュポン社は３年前に製造中止。
報告は、日本で現在も使用されていることを重くみた消費者団体が、企業へアンケート調査をおこなった結果です。日本の環境・厚生行政と企業の問題点が指摘されました。（環境省：現時点では人体や環境へのリスクを評価する予定はない。企業：国の安全基準に従う。）
（注）使用：ケンタッキー、サブウエイとフアーストキッチン（サントリーグループ）
非使用：モスフード、ウェンディーズ　　使用不明：マクドナルド　　未回答：ロッテリア
（注）フッ素入りガム、フッ素入りミネラルウォーターの発売。日常生活からのフッ素曝露が一段と進行している事実は大きな問題であり将来に禍根を残すでしょう。
〈新たな問題：食品燻蒸剤に有毒フッ化物使用〉
　ホスゲン以上に毒性があるフッ化物スルフリル（Sulfuryl Pentafluoride：五フッ化イオウ、S2F10）が、05年7月ＥＰＡ（アメリカ環境保護庁）によって食品の燻蒸剤としてダウ・アグロサイエンス社に許可された。乾燥卵（900ppm）、小麦（130～125ppm）、ハーブ・コショウ・ショウガ（70ppm）他多数のリスト、すべての加工食品（70ppm）→秋庭賢司報告より
秋田市での公開討論会の概要とその後

秋田県教職員組合書記長の櫻田憂子さんが報告しました。
昨年１月29日の秋田市での推進・反対両派による公開討論会は、国民の知る権利を行使したものですが、全国初と言えるものでした。緊迫した両派のやり取りの中で、推進側パネリストはリスク情報をレトリック（誇張した表現を用いたごまかし）で無視する手法を使い、悪辣でした。

討論会の実現は、マスコミと県民の関心を高め、県行政に一定のハドメ効果を及ぼし、集団フッ素洗口導入を見合わせさせる成果がありました。（一部自治体：実施しないと明言。教委：校長会の反対で撤回等）一方で、メンツを失った県歯科医師会は、フッ素推進のテレビコマーシャルや宣伝（普及ＤＶＤ配布）の物量攻勢と市町村への圧力の度を加速させているといいます。
　秋田県行政は「フッ素洗口の有効性、安全性に関する学術的な討論は、世界的にもまた国内においても決着済みである」として、かたくなに拒否し続けてきました。この硬い扉をこじ開けたのは、２年間にわたる秋田県教組を核とした諸団体の粘り強さでした。県教組定期大会で集団フッ素洗口の導入に全体で反対を確認し（04.2）、自治労（県本部・秋田市職労）、全水道秋田、「食と水、みどりを守る市民会議」、環境問題を考える市民団体や議員の参加を得て「集団フッ素うがいの問題点を考える会」の結成（04.11）ができたこと。数度の講演会・県行政や知事への「申し入れ・陳情書・要望書」の提出を実現してきました。

これらの活動を背景に、県議会で知事から「公開討論会に応じる」との答弁を引き出しました。その後の県行政担当（故臼井：長崎大助教授飯島洋一の弟子）らの執拗な抵抗をはねのけ「公開討論会」が実現できたのでした。新たなたたかいはこれからです。











